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製品紹介 Ｐ３～Ｐ１５ 



Su管用拡管継手 

接合革命 

コンセプトは 『           』   早い、 簡単 、間違わない 
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                    特徴とメリット 

• ① レンチ不要。施工時間１／３化で“易施工”。 

• ② 現場合せの横走り吊り配管へも容易に拡管。 

• ③ 配管後も角度調整が自在。プレファブユニット活用も可能。 

Ⅰ 生産性の向上 

• レンチ不要で人や工具落下の労働災害を防止。 

Ⅱ 安全性の確保 

• ① 「施工信頼性」 施工ミスを防ぐ機能を多く具備し、施工責トラブル防止 

• ② 「長期信頼性」 ナット緩みのトラブル排除し、長期の継手性能を確保 

• ③ 赤、青、緑のロックリングで配管識別ができ、クロスコネクションや 

•      誤接合などを防止 

 

 

 

 

Ⅲ 信頼性の確保 
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                  の構造 包装  適用範囲など 

構成部品 

適用範囲  

② ③ ④ ① ⑤ 

部品名 材質

① 本体 SCS13（SUS304相当）固溶化熱処理品

② ナット SCS13（SUS304相当）

③ FIロックリング ナイロン（PA66）

④ Oリング 3元系フッ素ゴム（FP29）

⑤ プロテクトリング 耐熱性ポリエチレン

防塵キャップ 20Su以上 
（耐熱性ポリエチレン） 

防塵シール 
13Suの口を有する継手 

用途 圧力 温度 流速 

給水 

0～2.0MPa 

- 

3.5m/s以下 
給湯 

0～85℃ 循環系統 

0～95℃ 非循環系統 

冷温水 0～85℃ 

冷却水 - 

エアー 0～0.8MPa - - 

流速2.0m/s以上で使用する場合、騒音、振動、水撃作用、 
圧送動力などを考慮してください。 

適用できるステンレス管 
  （１３Su～60Su） 
JIS G 3448  
一般配管用ステンレス鋼鋼管 
 
JWWA G１１５ 
水道用ステンレス鋼鋼管 



                    Ⅰ 生産性の向上 

・建設業の人手不足へ未来投資会議で安倍首相が「建設現場の生産性を2025年までに     
20％向上させる」目標示された。  

作業性の悪い高所・狭所では、更に接合作業時間差が拡大します。 

接合革命 
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①本体からナットを 
  取り外す 

②拡管機へピンク色が消える位置にナットをセットする 
③管を奥まで挿入し、差込標線を記入する 
④差込標線を記入する 

                   ①－１ レンチ不要の“易施工” 手順 

管挿入確認孔 差込標線 

拡管後の標線位置 

消えたピンク色の位置 

拡管作業 
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⑤ナットを外型にして拡管する 

⑥ナット側面位置に差込標線 
  あることを確認する ⑦拡管を実施後、直ぐに管へ 

 ＦＩロックリングを装着する 
 （ＦＩロックリング忘れ対策） 



                   ①－１ レンチ不要の“易施工” 手順 

管と継手取付 
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                   ①－２ 「施工信頼性」・・・接合作業 

① 管の挿入不足は・・・ 

ナットの回転が不可で検知 

② ナットの回転不足は・・・ 

ＦＩロックリングの装着が不可で検知 

× 
× 

NG OK 

③ ＦＩロックリングの装着忘れは・・・ 

暗所においても良好な視認性で検知 

④ ＦＩロックリングの装着不足は・・・ 

インジケーターは蛍光緑色を採用 
ブラックライトの使用で更に検知精度は向上 

作業者のスキル不足による施工ミス，施工バラツキを防ぎ、施工責によるトラブルを防止。 

OK 

NG NG 

OK 
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                 ①－２ レンチ不要の“易施工” 拡管アタッチメント 

可動式ヨーク機構（特許申請中）でレンチ不要の快速拡管が実現！ 

可動部 

・拡管時のナット装着は、45°回すだけのワンアクション！ 
・拡管後のナット取外しもレンチ不要でワンアクション！ 

× 
ナット取外しに 
工具不要！ 

手でナットの 
取外しが可能！ 
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                ①－３ 拡管機ラインナップ 

現場合せの横走り 
吊り配管も 
遠隔電動式で 
拡管可能 

１台で２口径の 
拡管が可能 

全方式ともレンチ不要で拡管が可能！ 
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電動式拡管機 遠隔式拡管機 ４ｍホース 

2口径拡管用１ｍホース 

専用アタッチメントセット 



② 遠隔電動式拡管機 （現場合せの横走り吊り配管事例） 

１．ナットを装着 
２．アタッチメントを管に挿入 

３．起動ボタン一押し 
   拡管が終わればポンプが自動停止 

４．ナットを手で取外し、管からアタッチメントを 
   抜いて拡管作業終了 
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                ③ 配管角度調整自在 

管は接合後も 
自在に回転可能 

接合後も配管角度調整が自在 
 →管の供回りに起因するナット緩みのトラブル無し。 
 →プレファブユニットの活用で更に生産性向上。 

KKベスト 従来拡管式 
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従来拡管式継手のナット締め付けトルク 

単位 13 20 25 32 40 50 60

ナット締付トルク N・ｍ 80 121.7 169 203.8 209.8 221 224.3

パイプレンチ寸法 ｍｍ 250 250 450 450 450 600 600

必要な力 kgf 32.7 49.7 38.3 46.2 47.6 37.6 38.1

呼び径

① ナット緩みによるトラブルが発生。 
② PL対策としてナット締上げによる緩み対策を説明しているが、締付に過大な力が必要。 
  特に大径品は大きな呼びのトルクレンチが必要。ねじ込み式継手の標準締め込み 
  トルクよりも大きい。 

【従来の拡管式継手の締付トルクとレンチ寸法→必要な力】 

パイプレンチ450mm パイプレンチ600mm 

ねじ込み継手は 
20A = 60 Ｎ・m 
50A = 200 N・ｍ 
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                    Ⅱ 安全性の確保 

① 両手を使えるため、高所からの転落事故による労働災害の防止。 
② 工具の落下事故が発生しないため、工具飛来による労働災害や物品の破損がない。 
③ 高所にいる時間そのものが短くなるため、事故の確率も下がる。 
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性   能 Ｐ１７～Ｐ２５ 



                   ②－１ 「長期信頼性」・・・性能試験 上 
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判定

n 13Su 20Su 25Su 30Su 40Su 50Su 60Su

管挿入力 無理なく挿入が出来る。 n=1 56N 72N 70N 116N 102N 125N 133N 合格

高所配管 地上2mの高所配管において、無理無く接続が出来る。 横引 n=1 - OK - - - OK - 合格

狭所･暗所配管 狭所・暗所配管において、無理無く接続が出来る。 立て n=1 - OK - - - OK - 合格

負圧性能 -96kPa x 2分で空気の吸込み、その他の異常が無い。 n=3 OK OK OK OK OK OK OK 合格

水圧性能 水圧3.5MPa x 2分で漏れ、破壊、抜け、その他の異常が無い。 n=3 OK OK OK OK OK OK OK 合格

引抜性能 空気圧0.2MPa x 2mm/分で管を引き抜き、漏れまでの最大荷重が規定値以上である。 規定値 2.2kN 3.8kN 4.9kN 7.0kN 8.8kN 10.1kN 15.8kN

拡管径 17.79mm 24.85mm 31.79mm 37.80mm 47.43mm 53.91mm 67.00mm

n=3 ave 6.88kN 10.67kN 12.51kN 18.44kN 19.04kN 21.47kN 35.97kN

OK OK OK OK OK OK OK

圧力換算値 34.7MPa 27.5MPa 19.5MPa 20.3MPa 13.3MPa 11.6MPa 12.5MPa

拡管径 16.90mm 23.90mm 30.90mm 36.90mm 46.50mm 53.00mm 66.10mm

n=3 ave 3.89kN 7.03kN 9.80kN 16.72kN 20.20kN 21.51kN 36.46kN

OK OK OK OK OK OK OK

圧力換算値 19.6MPa 18.1MPa 15.3MPa 18.4MPa 14.1MPa 11.6MPa 12.7MPa

耐振動性能 水圧2,45MPa x 振幅±2.5mm x 振動10Hz x 100万回で漏れ、その他の異常が無い。 n=3 OK OK OK OK OK OK OK 合格

冷温水ｻｲｸﾙ性能 所定の配管 x 80℃以上の温水⇔常温の冷水 10分毎に交互に通水 x 1000サイクル後、 n=1 OK OK OK OK OK OK OK 合格

水圧試験で漏れ、その他の異常が無い。

内圧繰返し試験 4～10秒ｻｲｸﾙ 0MPa⇔5MPa x 1万回で漏れ、その他の異常が無い。 n=3 OK OK OK OK OK OK OK 合格

耐腐食性能 80℃の塩化物ｲｵﾝ濃度200mg/L溶液 x 30日浸漬で管継手又は管に有害な孔食、すきま n=3 - - - - - OK - 合格

腐食又は応力腐食割れなどが無い。

耐劣化性能 170℃ x 29日間保持後、水圧0.02MPa x 2分及び水圧試験で漏れ、その他の異常が無い。 n=3 - OK - OK - - - 合格

浸出性能 JIS S 3200に適合する。 OK - - - - - - 合格

曲げ試験 空気圧0.5MPa x 曲げ変位で漏れ発生角度が5°以上である。（併せてﾋﾟｰｸ荷重も記録） n=3 ave ≻24.7°(0.46kN) 19.8°(0.83kN) 12.8°(1.03kN) 19.3°(1.81kN) 15.3°(2.35kN) 9.7°(2.27kN) 7.9°(4.05kN) 合格

支持間隔は1mとする。 OK OK OK OK OK OK OK

評価項目 評価内容・合格判定基準
試験結果

合格

拡管径：設定上限値狙い

拡管径：設定最小値

SAS322規定値

サイズ 引抜阻止力(kN)

13Su 2.2

20Su 3.8

25Su 4.9

30Su 7.0

40Su 8.8

50Su 10.1

60Su 15.8



                   ②－１ 「長期信頼性」・・・性能試験 下 
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判定

n 13Su 20Su 25Su 30Su 40Su 50Su 60Su

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ ﾅｯﾄ緩め時のﾛｯｸﾘﾝｸﾞ破壊（乗り上げ）ﾄﾙｸを確認する。 合格

破壊ﾄﾙｸ確認 環境条件は常温と95℃の2条件とする。 n=3 ave 48N･m 79N･m 101N･m 180N･m >182N･m >192N･m >200N･m

合格

n=3 ave 30N･m 48N･m 75N･m >156N･m 113N･m 109N･m >200N･m

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 本装着後のﾛｯｸﾘﾝｸﾞ離脱荷重を確認する。 合格

離脱荷重確認 環境条件は常温と95℃の2条件とする。 n=3 ave 222N 249N >299N 277N 257N >299N >300N

（ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ鍔部を2箇所穿孔し、通した紐を引張る） 合格

n=3 ave 129N 137N 196N 151N 177N 205N 167N

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 常温、低温環境下における粗雑な取り扱い時の耐破損性を確認する。 n=3 OK OK OK OK OK OK OK 合格

耐破損性確認 （落下時、無理な変形応力負荷時、工具等による衝撃荷重負荷時）

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 主要なシール剤、接着剤、可塑剤に対する耐薬品性を確認する。 n=3 - OK - - - - - 合格

耐薬品性確認

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ式耐候性試験にて確認する。 n=3 - OK - - - - - 合格

耐候性確認 　1100時間（屋外暴露20年相当）

手動拡管機 ﾊﾝﾄﾞﾙの漕ぎ回数とその作業性（手感）を確認する。 n=1 4回 5回 5回 5回 6回 6回 7回 合格

電動拡管機 拡管時間とその作業性を確認する。 n=1 OK OK OK OK OK OK OK

拡管時間 2.1秒 2.1秒 2.5秒 2.6秒 2.8秒 2.9秒 3.4秒

中空配管用電動機 中空配管において、無理無く拡管作業が出来る。 n=1 → → → → 良好 - - 合格

拡管ｺﾞﾑ耐久性 拡管ｺﾞﾑの耐久回数を確認する。 設定下限 16.90 23.90 30.90 36.90 46.50 53.00 66.10

所定回数毎に拡管寸法と拡管ｺﾞﾑの状態を確認すると共に管の着脱性を確認する。 1回目 17.55 24.50 31.43 37.59 - - -

50回目 17.33 24.48 31.54 37.54 - - -

100回目 17.11 24.54 31.54 37.49 - - -

150回目 17.03 24.57 31.52 37.53 - - -

200回目 17.00 24.43 31.51 37.51 - - -

250回目 200回で中断 24.40 31.49 37.50 - - -

300回目 継続使用可 24.33 31.54 37.40 - - -

350回目 - 300回で中断 31.52 37.39 - - -

400回目 - 継続使用可 31.49 37.38 - - -

450回目 - - 400回で中断 400回で中断 - - -

500回目 - - 継続使用可 継続使用可 - - -

評価項目 評価内容・合格判定基準

合格

合格

常温環境下（20℃±15℃）

95℃環境下

常温環境下（20℃±15℃）

95℃環境下

試験結果



                   ②－２ 「長期信頼性」 ・・・Oリングの耐久性 １  

① 使用材料  
  耐熱性，耐薬品性に優れる最高グレードの三元系フッ素ゴム「FP29」を採用 

EPDM 
130℃ 

HNBR 
110℃ 

FKM 
200℃ 
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                   ②－２ 「長期信頼性」 ・・・Oリングの耐久性 ２ 

② 寿命特性  
  寿命線図において、耐塩素EPDM以上の寿命を有していることを確認 

採用材 

EPDM 
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③ 耐塩素性 
  流水試験において、劣化しないことを確認。 

耐塩素EPDM ※プロテクトリング未装着 

FP29 

水の浸入ルート 

                   ②－２ 「長期信頼性」 ・・・Oリングの耐久性 ３ 
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③’ 耐塩素性 

                   ②－２ 「長期信頼性」 ・・・Oリングの耐久性 ４ 
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耐塩素EPDMで事故が発生し、交換した 
アバカス継手（プロテクトリング未装着品） 
の実給湯循環配管において、2年間使用 
した現品を調査し劣化無きことを確認。 
 （2023.7月現在で13年経過、不具合無し） 



                   ②－３ 「長期信頼性」・・・ FIロックリングの設計 １  

➀ 耐回転トルク性能 
  →管に対して継手の回転トルクは基本掛らない設計であるが、 

     想定外の事象を考えて耐トルク性能を評価する。 

・限界トルク時の状況 
 →本体、ナット間への爪部乗り上げ。 
   爪部乗り上げ後はロックリングの離脱不可となり再使用不可となるが、継手基本性能 
  （漏れない、抜けない）には影響しない。 

〔FIロックリングの限界トルク〕

呼び 備考

常温 95℃

20Su 78.6 47.5 1/2テーパーねじの標準締込みトルク：40N･m

限界トルク（N･m）

② 耐離脱性 
  →保温前時、保温工事時に容易に離脱しないことを考え評価。 
    （振動や脈動の負荷による離脱無きことは振動試験、内圧繰り返し試験にて 
    確認済み。） 

〔FIロックリングの離脱荷重〕

呼び

常温 95℃

20Su 289 284

離脱荷重（N）

釣り針型の採用 
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③ 長期信頼性 
  ナイロン（ＰＡ６６） 
  →耐熱性、耐衝撃性、耐摩耗性、耐薬品性に優れるエンジニアリングプラスチック。 
    自動車から衣類，釣り糸まで幅広い用途で使用されるバランスに優れた材料。 

④ 再使用不可 
  破損しないと取外し出来ない設計。 

・耐薬品テスト済み（ねじシール剤、塩ビ接着剤、可塑剤） 
・耐候性試験中（メタルハライドランプ式） 

 ②－３  「長期信頼性」・・・ FIロックリングの設計 ２  

項目 単位 PA66 PP 試験方法

（ナイロン） （ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ）

ドライ

機械的性質 引張降伏応力 MPa 82 40 ISO 527-2

曲げ強度 MPa 113 55 ISO 178

衝撃 シャルピー衝撃強度（ノッチ付き） kJ/m
2 6.0 2.5 ISO 179

耐熱 荷重たわみ温度（荷重0.45MPa） ℃ 190 115 ISO 75-2/B

燃焼性 燃焼定格（0.75mm） V-2（自己消火性） UL94

一般特性 耐薬品性 良好 良好

耐候性 比較的良好 良くない
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                   Ⅴ 突合せ配管 

水の浸入ルート 

従来拡管継手に対してA寸法は長いものの、突合せ配管時の管挿入性は問題が 
ないことを確認しました。 

Ａ寸法が長いことによるメリット 
 →Oリングへの接液性の抑止。 
 →曲げ剛性アップによる曲げ性、振動性に対する耐性の向上。 
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施工・拡管機 Ｐ２7～Ｐ３1 
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ＫＫベスト専用拡管機  

拡管機 

①電動式 
（１３Ｓｕ～６０Ｓｕ）  

②遠隔式 
（1３Ｓｕ～４０Ｓｕ） 

遠隔式は、①の電動式拡管機に 
油圧ホース（長さ４ｍ）を介して拡管します。 
天井や、壁際での拡管が容易です。 

項目 仕様

拡管能力 １３Ｓｕ～６０Ｓｕ

電　　　源 ＡＣ１００Ｖ　５０/６０Ｈｚ

モーター ３５０Ｗ

吐出圧力 ７０ＭＰa

油タンク 有効湯量　０．４Ｌ

本体重量 １８．５Ｋｇ

部位№ 名称

① 起動スイッチ

② ブザー

③ 非常停止スイッチ

④ シリンダー

⑤ 延長ホース用カプラー

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

起動スイッチＯＮで、拡管→停止が自動運転、拡管不足は起きません！ 

アタッチメントセット 

スペーサー  

ヨーク  

バックアップリング 

ロッド 

拡管ゴム 

可動式ヨーク機構（特許申請中）でレンチ不要の快速拡管が実現！ 

附属品 
拡管径管理用 止まりゲージ 
スペーサー取り付け用スパナ 
ロッド取り付け用ドライバー 
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OK作業とNG作業 
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工程
･バンドソー　　レッキス工業　マンティスXB６５Ａなど使用のこと ･ローラーカッター､高速砥石切断機､溶断など

内面取り､外面取りを必ず行う 面取り無し

･SU60P（レッキス工業㈱製)､ヤスリ､スクレーパー､リーマー､等

　　Su管の切断時に発生した切粉は、完全に取り除く事 切粉除去不足はＯリング表面に付着し漏れの原因となる

   ウエスや軍手を使うと繊維を付着させる恐れがあり

   切粉の除去は、ブラシやエアーブローなど推奨。なお作業

　には、合成皮革製や化学繊維又は皮手袋などを使用する。

〇 ：ＯＫ作業 × ：ＮＧ作業

管
切
断

面
取
り

切
粉
の
除
去

内面取り無し：

アタッチメントに入らない

外面取り無し：

パッキンを傷付ける
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OK作業とNG作業 

工程
･KKベスト専用のアタッチメントを用いる ･他の拡管式継手のアタッチメントを使用する

　　　・ナットにより正しく形成された拡管形状

　　　・ナットが固定されず、ただ内側からシリコンゴム

　　　　で押されて形成された拡管形状

･アタッチメントの確認孔から ･アタッチメントの

 管端が見える様に､しっかり  確認孔から管端

 奥まで挿入する  が見えない状態

※拡管後、ナット端部から ※拡管後、挿入

　挿入確認線が見える 　確認線がナット

　に隠れている

･とまりゲージに拡管部が ･拡管部がゲージを

 引っ掛れば､十分に拡管  通過する

 され、規定の抜け阻止力

 を発揮します

 ※アタッチメント交換、及び

　拡管50回毎を目安に拡管量

　を確認して下さい

･ＦＩロックリングは釣り針部を切除しないと外れません。また釣り針部を切除したＦＩロックリングは再使用出来ません

Ｆ
Ｉ

ロ

ッ
ク
リ
ン
グ

管
挿
入
確
認

拡
管
径
確
認

拡
管
工
具

〇 ：ＯＫ作業 × ：ＮＧ作業

ナット装着部は、独自の溝機構で

他社品との互換性はありません
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施工ポイント  P33～P35 
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ＫＫクランプの使用法 アーム 
本体 
丸孔 

ボルト 
本体 

タップ付 

ナットの凸部にクランプの 
アームが乗り上げている 

チーズの分岐管①の動きを抑制する場合 

① 
② 

○ × × 

使用の条件  
→ ②の管が固定されている事 

（１）ＫＫクランプのボルトを外し 
アーム部をナットの凹部に 
合わせて、ボルトを手締め 
する。 
注意 （KKクランプの本体の 
     上下のセットを別のKK 
       クランプと交換して組み 
    合わせを変えて使用 
    しないこと） 

手順 

（２）２本のボルトを締める 

（３）確認 
クランプ合わせ面に隙間 
が無いこと 

ボルトの締め込み不足 

不良施工の例 

パーツ交換 不可 

× 
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 ゲートバルブ 【東洋バルヴ㈱製】 

サイズ：１３Ｓｕ～５０Ｓｕ 
バルブ１台につき、 
回り止め金具１個が 
同梱されます。 

KKベストのバルブハンドルの向きを保つ方法 

手順１ 
配管の片側にUボルトなどでSu管の 
回転を抑える処置を実施ください 
手順２ 
回り止め金具を上記の回転を抑制 
したＢ側のバルブ端に回り止め金具 
を装着し、金具のM6ボルトを6.5N･m 
のトルクで締め付けください。 
ＦＩロックリングは不要。 

 回り止め金具の取り付け方 

A 

B 

ご注意ください!! 
回り止め金具を固定されない 
Su管側に取り付けしてもバル 
ブのハンドルは固定はできま 
せん 

回り止め金具の回転阻止力は 
10～20N･m程度です。 
過度な回転力をハンドルに 
加えないでください。 

× 

○ 

  回り止め金具 



35 

給水栓ソケット支持金具の使用法 

B （二面幅） 

Ｌ 

Ｐ 

Ｈ 
T 

金具の寸法 
(mm) 

  1/2 3/4 1 

Ｌ 54 59 67 

Ｐ 44 49 57 

Ｈ 24 28 31 

Ｂ 32 38 45 

Ｔ 45 52 60 

給水栓ソケットの器具接続部のねじ接合箇所の回転止め専用の金具です。 

Ｍ５ボルト↓ 

①金具に附属のＭ５ボルトを緩めてください。 

②給水栓ソケットのめねじ部の六角部に金具をセットしてＭ５ボルトで固
定してください。 

③金具の座を軽量鉄骨や、桟木へ固定してください。 

②と③の順序は問いません。 
④給水栓などをねじ込み接合して下さい。 

壁材が厚い場合は給水栓ロングソケット・ロングエルボを使用下さい。 

給水栓 
ロングソケット 

給水栓 
ロングエルボ 
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Ａ，Ｚ寸法表 Ｐ３７～Ｐ４１ 



Ａ，Ｚ寸法表 (1) 

エルボ 

径違いエルボ 

４５度エルボ 

ソケット 

径違いソケット 
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Ａ，Ｚ寸法表 (2) 径違いチーズ めすねじチーズ 
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三方径違いチーズ 

三方径違いめすねじチーズ 

チーズ 



台付き給水栓エルボ 

座付き給水栓エルボ 

おすアダプターソケット 

めすアダプターソケット 
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給水栓エルボ 

Ａ，Ｚ寸法表 (3) 

給水栓ロングエルボ 
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給水栓ロングソケット 

給水栓チーズ 
給水栓ソケット 

座付き給水栓チーズ 

Ａ，Ｚ寸法表 (４) 

おすアダプターエルボ 

めすアダプターエルボ 

ブッシング 

給水栓ソケット支持金具 



Ａ，Ｚ寸法表 (５) 

１０Ｋフランジ 

キャップ 

ニップル 

部品名称と外径 
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No.

①

②

③

④

⑤

部品名称

継手本体

ナット

Oリング

プロテクトリング

ＦＩロックリング

Z1 Z2 

L1 L2 

L3 

H
 

S
 

青銅製ボールバルブ 

呼び
（Ｓｕ）

H W D

13 37.2 47.3 26.3
20 43.6 55.2 26.9
25 51.6 61.4 28.1
30 61.8 70.3 30.4
40 72.4 82.3 32.8
50 79.4 91.3 33.9
60 97.0 105.9 40.9

ＫＫクランプ 
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その他 
Ｐ４３ 適用範囲 
Ｐ４４ ステンレス協会ＳＡＳ３２２認証 
Ｐ４５ 給水装置への認証 
Ｐ４６ 伸縮対応 
Ｐ４７ 固定・支持 
Ｐ４８ 固定・支持 
P４９ 支持・固定の事例 
Ｐ５０ 水圧による配管の伸びへの対応 
P５２  Ｏリングによる止水法 
Ｐ５５ 異種金属との絶縁 
Ｐ５７ ステンレス鋼管について 
Ｐ５９ 金具一覧 
Ｐ６０ 施工例（イメージ図） 



適用範囲 
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適用範囲
◆用途

給水、給湯、冷温水、冷却水、エアー
◆適用管種

JIS G 3448　一般配管用ステンレス鋼管　呼び方13～60Su
JWWA G 115　水道用ステンレス鋼管　呼び方13～50Su

◆適用範囲

用途 圧力　※1 Oリング材質 流速  ※２

給水
0～85℃ 循環系統
0～95℃ 非循環系統

冷温水
冷却水
エアー 0～0.8MPa －

◆適用水質　※３

厚生労働省　水質基準に関する省令　
(社)日本冷凍空調工業会　冷凍空調機器用冷却水・冷水・温水・補給水の水質基準
※３）原則として防錆材を含む水質処理は実施しないで下さい。
 　　　中水、井戸水、雨水、河川水、温泉、薬液、油、下水、ガス、蒸気には使用出来ません。

◆用途別継手（配管）の期待耐用年数（参考）　※4）～※6）

期待耐用年数とグレード
24時間使用 12時間使用 グレード 期待耐用年数

系統の耐用 系統の耐用 Ａ 60年以上
給水 Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｂ 40年以上
給湯 Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ 30年以上

冷温水 － － Ｃ Ｃ Ｄ 20年以上
冷却水 － － Ｄ Ｃ Ｅ 15年以上
エアー － － － －

スプリンクラー － Ｂ Ａ Ａ
注４）本表は期待グレードです。流体特性、設計条件、点検・保守管理、水質管理により、実用上は
　　　 当然グレードに偏差が生じますので、あくまで目安として下さい。
　　　 （水質管理のないシステム系統は１ランク下位のグレードとして下さい。）
注５）建築物寿命と継手（配管）の期待耐用年数に差異がある場合は、配管更新等のメンテナンス性を
　　　 考慮した配管設計をお願いします。特に中央給湯方式の強制循環給湯システムによる連続運転
　　　 が要求される配管系統においては、配管取替えを考慮したバルブやバイパス配管の設置を行って
　　　 下さい。
注６）赤水対策、期待耐用年数確保の為、バルブ、貯湯槽、ポンプなどの機器、部材はステンレス製を
　　　 推奨します。
　　　 銅合金製の材料や鋳鉄製の材料を循環系統に使用しますと金属が酸化溶出し、ゴム材料に
　　　 悪影響を与える可能性があります。

FKM
3.5m/s以下0～2.0MPa

※１）フランジの圧力範囲は0～1.0MPaです。
※２）流速2.0m/s以上で使用する場合、騒音、振動、水撃作用、圧送動力などを考慮ください

給湯

温度　

－

－
－

0～85℃

専用部分 共用部分
用途

住宅（集合住宅を含む） 住宅以外の建築物



 ステンレス協会の性能基準   認証取得済み 
『登録No. SAS32223-17』 

補足資料 1 
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給水装置適合（自己認証） 
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給水装置適合（ＪＷＷＡ認証） 



伸縮対応 
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Δ ℓ の計算式    Δ ℓ ＝　熱伸縮量（mm)
   σ   ＝ ステンレスの線膨張係数（SUS304の場合は17.3X10-6)
   Δ ｔ ＝　温度差　（℃）
 　ℓ　 ＝　配管長さ（mm)

事例　 ℓ  配管長さ   ＝ 20m（20000mm）
Δ ｔ  温度差   ＝ 60℃

σ ＝ステンレスの線膨張係数  17.3X10-6

Δ ℓ 　　= 17.3X10-6　X　60　Ｘ  20000 =  20.8 mm

　エルボ接合部の最大曲がり角度を2度としています。2度で吸収できるコの字長さLを
式２で計算して下さい。

Δ ℓ = Ｌ　x tan2°
  L = Δ ℓ / tan2°---　式2

上記の事例　Δ ℓ ＝ 20.8mm の場合
 Ｌ　＝ 20.8 / tan2°＝ 596 mm

Δ ℓ =σ 　X　Δ ｔ　Ｘ　ℓ  -- 式1

1  配管の熱伸縮量Δ ℓ は下記の式1から算出します

2度

L L

2  コの字配管による伸縮吸収できる配管長さの計算

伸び＝20. 8mm 区間＝20m



支持・固定 
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固定・支持金具 

支持および固定に鋼製又は鋳鉄製の金物を使用する場合は、合成樹脂を被覆した支持及び固定金具を 
用いるか、ゴムシート又は合成樹脂の絶縁テープなどを介して取付して下さい。 

吊り配管 

①水平配管の支持間隔は各サイズ共に２ｍ以下です。 
  なお、形鋼振れ止めは、４０Ｓｕ以下は不要。 
  ５０Ｓｕ．６０Ｓｕの場合は８．０ｍ以内に１箇所設けて下さい。 
②天井や梁からの吊りは単独吊りとして下さい。 
  共吊りは避けて下さい。 
③複数の管を吊る場合は、形鋼などで振れないよう支持して下さい。 
④管の撓みにより滞留水などが残留することがあるため、水や空気抜き 
  ができるよう適切な勾配を取って下さい。 
⑤支持金具は継手近傍に取るよう配慮下さい。 
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支持・固定 



差し込み部に遊びがあるために、配管の直進性がやや甘くなります。 
配管の固定などは下記の事例など参考として下さい。 

（１） 屋上給湯器、ボイラ回りや 固定が取れない箇所 
ハヤウマや三角ブラケットなどや鋼材で架台、 
固定台を設けUボルトなどでSu管を固定する。 

 
 

（２） 縦管   ＰＳ内の固定 
       各階に一か所以上 
      ボルト等で固定する 

（3）横引き管   吊りはなるべく継手近傍で取る 

（４）伸縮対応    
 ＫＫベストはナットが緩まない
ので(A,B) のようにSu管の伸
縮に対応できます。 

（A）分岐管の伸縮が無視できる場合   

分
岐
管
 分

岐
管
 

（B) 分岐管の伸縮も考慮する場合          

②エルボ返し 

分
岐
管
 

分
岐
管
 

①スリークッション 

①エルボ返し 

②スリークッション 

支持・固定の事例 
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継手本体とナットの勘合部には寸法許容差があります 
そのため、施工後の水圧試験時に、1口あたり約0.3mm程度の 
伸びが生じることがあります。  （縦管の場合は1口あたり約0.4mm） 

①   ② ③   ④ ⑤   ⑥ ⑦    ⑧ ⑨        ⑩ ⑪        ⑫ ⑬ 

この場合は 
13口 X 0.3mm = 3.9mm程度 
伸びが発生します。 

固定 

固定 
固定 

配管の両端が固定されていると横引管が蛇行 
する恐れがありますので、固定や支持方法など 
ご配慮願います。 

水圧による配管の伸びへの対応 
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固定 

０ 

対策案（Ａ） 

０ 

エルボで 
３クッション 

を取る 

Ｌ 

対策案（Ｂ） 

コの字配管で伸びを吸収する 

曲がり角は2°を超えないこと 
熱変化による伸縮も加算して 
管の長さＬを決定してください 

固定 固定 

水圧による配管の伸びへの対応 



（１）Oリングの特長 
OリングはJIS B 240１ で運動用としてP番、 
 固定用としてG番などで規定され、下記の 
 特長があります。 
①シリンダーやロータリージョイントなどの運動 
 （回転や摺動）箇所にも広く利用されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②バックアップリング装着で耐久性や耐圧性が 
  向上されます。 

Ｏリングによる止水法 

（２）止水の原理 
Oリングを溝に装着し、約8～30%の圧縮(つぶし 
しろ)を与え、低圧の場合は、Oリング自体の弾 
性によってセルフシールすることができます。 
密封流体の圧力が、増加してくるとOリングは 
その圧力によって溝の片側に押し付けられO 
形が変形しD形になることで、接面圧力が増加 
し、シールすることができます。 

ロータリージョイント 

KKベストの止水は、専用の寸法で設計 
製作したフッ素系Oリングと、接水側に 
耐熱性樹脂製のプロテクトリングを装着 
で、耐久性、耐流水性を向上した構造と 
なっています。 

本体 
Ｏリング 

グリスニップル 
鋼球 

ダストシール 

軸部 
止ﾒﾈｼﾞ 

ﾎﾞｰﾙﾘﾃｰﾅﾌﾟﾗｸﾞ 

補足資料 2 
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KKベストのＯリングによる止水の特長 

①プロテクトリング 

効果： ◆Oリングへの流水接触を抑制します。 
      ◆ Oリングの1次側へのはみ出しを防止します。 

②フッ素系Oリング 

効果： ◆3元系フッ素ゴム使用で、耐熱性、耐化学 
      安定性に優れ、高寿命化を実現します。 
     ◆Su管外周に設置されるので、常に一定の 
      設計された圧縮率を確保します。万一拡管の 
      ばらつきが合っても止水性に影響はありません。 
     ◆Su管が回転しても、伸縮しても、漏れることは 
       ありません。 
 ③Oリングの内装 

効果： ◆本体のOリング内装溝にOリングが嵌め込み 
      され容易に外れることはありません。 
       （Oリングの幅の約８０％が溝内に納まるため） 

耐久性の検証 

（１）この構造はアバカス継手で約７年の実績 
  があり、市場回収品で劣化無しなど確認済み。 
（２）塩素水中での圧縮永久試験など、従来品との 
  性能の比較で確認済み。 
（３）SAS322の実体による促進劣化試験で異常無し。 
（４）当社独自の高温、高塩素水による流水試験で 
  ４０年相当時間の試験でも問題無し。 

補足資料 2 
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Oリングの離脱の可能性検討 

Ｏリングの外径③より、本体のＯリング溝内径①の方が小さく、Ｏリングは溝内で貼付いて遊びは殆ど有りません。 

継手本体の受け口②に対し、本体Ｏリング溝から投影方向に露出するＯリング幅（A) は約0.8mmから1.3mmと 
小さく、Ｏリングの線径(4～7.1mm)の大半が溝内に内蔵されることになります。B)の露出率が20%前後なので 
線径の約８割に当たる部分が溝内に位置します。 

１）弊社で試験や施工実験中に同じ継手で、Su管の差し込み、外しの作業を繰り返し実施しても離脱はありません。 
２）継手の製造工程内で、離脱品が発生した事実はありません。 
３）継手本体の落体試験（およそ４ｍの高さから自然落下）でも、Ｏリングの離脱はありません。 

内蔵されるＯリングについて、製造工程中、出荷後のお客様での在庫保管、搬送、通常の施工条件で、本体か
らOリングが離脱する事はありません。 

13 20 25 30 40 50 60

13 20 25 30 40 50 60

露出幅（Ａ）の計算式－－－－(A)≒{②-（③－2X④）}/2

継手本体Ｏリング溝と、Ｏリングの外径などの寸法関係

①継手本体のＯリング溝内

径(mm)

③Ｏリング外径(mm)

サイズ（Ｓｕ）

22.4

22.6 59.5 73.4

28.75 35.1 44.3 53.1 59 72.8

35.05 43.55

29 35.3 44.8 53.6

17.2%

サイズ（Ｓｕ）

49.4 61.7

④Ｏリング線形(mm) 4.0 4.0 4.0 6.1 6.1 6.1 7.1

②継手本体受け口径(mm) 16.25 22.9 29.15

17.6%
受け口②から見えるOリング

の線径に対する露出率（Ｂ）

露出幅（Ａ）　  単位mm 0.8 0.9 0.9 1.2 1.1 1.1 1.3

20.6% 23.8% 23.1% 20.1% 17.6%

① ③④②

継手本体 Ｏリング

②
受け口

から

見える
露出(A)

補足資料 3 
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異種金属との絶縁（１） 
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KKべストの材質はＳＵＳ３０４ 
（オーステナイト系ステンレス鋼 
標準電極電位は－0.2V) 

許容しうる異種金属の組み合わせ ◆

電極電位

2 +0.05V

3 0

6 －0.25V

8 －0.35V

9 －0.45V

10 －0.5V

11 －0.55V

12 －0.6V

16 －1.05V

7 －0.3V

－0.７V13

－0.７5V14

－1.60V

熱漬亜鉛メッキ板、熱漬亜鉛メッキ鋼

17
鍛錬亜鉛、亜鉛基ダイカスト合金

亜鉛メッキ
－1.10V

マグネシウムおよびマグネシウム合金

（鋳造および鍛錬用）
18

15 －0.8V

鉛または鉛メッキ、高鉛合金

ジュラルミン系アルミニウム、鍛錬合金

錬鉄、ネズミ鋳鉄、可鍛鋳鉄

炭素鋼および低合金鋼、アームコ鉄

ジュラルミン以外のアルミニウム鍛錬合金

珪素以外のアルミニウム鍛造合金

カドミウムメッキ（クロメート処理）

珪素系アルミニウム鋳造合金

　該当する金属

1

銅または銅メッキ、低合金黄銅

青銅、銀ロウ、洋白、ニッケル-銅
5

4

ニクロム（Ni-Cr合金）

許容しうる組み合わせ

+0.15V

ニッケルまたはニッケルメッキ、モネル

銀または銀メッキ　高銀合金

銀メッキ、鋼素地銀ロジウムメッキ

白金

金または金メッキ：金-白金

－0.2V

金属名称

許容しうる組み合わせの範囲

－0.15V
銅-ニッケル合金、チタン

オーステナイト系ステンレス(SUS-304)

高合金黄銅および青銅、ネパール黄銅

四六黄銅

18%ステンレス鋼

クロムメッキ、錫メッキ、12%ステンレス鋼

錫メッキ、ターンプレート、錫-鉛ハンダ

商用黄銅および青銅

許容される異種金属の電極 
電位差は0.1Vと言われます。 
電位差が0.2V以上ある場合は 
電気的な絶縁が必要となり 
ます。 
 【 産業調査会  錆を防ぐ辞典 Ｐ７２より  】  

異種金属との絶縁（２） 
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ステンレス鋼管について   ステンレス協会【ステンレス配管ガイドより】 

57 



ステンレス鋼管について   ステンレス協会【ステンレス配管ガイドより】 
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KKベストの金具使用区分 

Ⅰ KKベストバルブ 
  ハンドル向きの 
   動きを抑制する  

使用する 
金具名称 

回り止め金具 
ＦＩロックリング不要 

金具の 
使用個数 

1個/1台 

使用 
条件 

市販品 
Ｕボルト、吊りバンド 
立バンド、床バンド等 

支持間隔などは公共建築物
工事標準仕様書などによる 

Ⅱ 配管の仮固定、 
 仮支持 及び温度計 
 圧力計など傾き防止 

ＫＫクランプ 
ＦＩロックリング使用 

必要に応じて使用 

金具を取り付 
ける場所のＳｕ 
管がＵボルト、 
別の金具な 
どで固定され 
ている事。 
なお仮固定 
→最終固定は 
Ⅲによる支持 
を実施のこと 

Ｕボルトの固定には 
三角ブラケット、ハヤウマな
ど鋼材による固定座を確保
する。 

金具を取り付ける 
場所のＳｕ管が 
Ｕボルトなどで 
固定されている 
事 

Ⅲ 給水栓などの固定 

給水栓ソケット支持金具 

1個/1箇所 

支持金具の脚部が鋼材、
桟木などと固定ができる
事。壁厚さに合わせた 
持ち出しソケットなども
必要となる。 

Ｓｕ管の支持＆固定 
（水平・垂直に保つ） 
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継手の施工例 （イメージを示すもので参考例です） 

縦管固定 
ＰＳ → 室内PEX管分岐 

立てバンド 

Ｔ足 

吊りバンド 

床バンド 

Ｔ、ＲＴ 

Ｔ、ＲＴ 

Ｌ 

ＫＫバルブ 

おすアダプター 

減圧弁 

ＰＥＸおす 
     アダプター 

立てバンド 

Ｔ足 

床バンド 

ハヤウマ等 

ディップ 
Ｕボルト 

ＰＥＸ管 

めすねじ Ｔ 

ＰＥＸおす 
アダプター 

減圧弁 

汎用バルブ 

吊りバンド Ｔ、ＲＴ 

Ｌ 

Ｓ 

吊りバンド 
ハヤウマ等 

天井吊り 

★ 回り止め金具 
  取付位置  

天井吊り配管は 
先に吊りバンドを取付して 
から水平配管を実施して 
ください 
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参考図１ 



壁内給水栓取り付け 

座付き給水栓Ｌ 台付き給水栓Ｌ 

桟木 給水栓Ｓ 

給水栓Ｓ 
支持金具 桟木 

立てバンド 

Ｔ足 

Ｌ 

Ｌ 

桟木 桟木 

給水栓Ｓ 
支持金具 

給水栓Ｓ 
支持金具 

給水栓ロングＳ 

給水栓ロングＬ 
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参考図２ 



トイレ キッチン 

座付き給水栓Ｌ 

ＫＫバルブ 

立てバンド 

Ｔ足 

立てバンド Ｔ足 

Ｌ 

給水栓Ｓ 
支持金具 

給水栓ロングＳ 

おすアダプター 
（化粧管用） 

桟木 

めすアダプタＬ 

おすアダプター 
（化粧管用） 

★KKクランプ 
  取付位置   

★KKクランプ 
  取付位置   

★ 回り止め金具 
  取付位置  
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参考図３ 



機械室 ポンプ回り 

吊りバンド 

１０Ｋフランジ 

チャッキ弁 フレキ継手 

インラインポンプ 

ハヤウマ等 

１０Ｋフランジ 

ＫＫバルブ 

フレキ継手 

フレキ継手 

１０Ｋフランジ 
チャッキ弁 

Ｌ 

おすアダプター 

ＫＫバルブ 

汎用バルブ 

おすアダプター 

ハヤウマ等 

ハヤウマ等 
ディップ 
Ｕボルト 

★ 回り止め金具 
  取付位置  

★KKクランプ 
  取付位置   

★KKクランプ 
  取付位置   

★ 回り止め金具 
  取付位置  

★KKクランプ 
  取付位置   
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参考図４ 



貯湯タンク 

Ｌ 

ハヤウマ等 

ディップ 
Ｕボルト ＫＫバルブ 

ＫＫバルブ 
立てバンド 

Ｔ足 

立てバンド 

Ｔ足 

ＫＫバルブ 

Ｔ、ＲＴ 

拡大図 
ブッシング 

温度計等 

おすアダプタＬ 

めすねじ Ｔ 

圧力計等 

温度計、圧力計などの取付 

★ 回り止め金具 
  取付位置  

★ 回り止め金具 
  取付位置  

★KKクランプ 
  取付位置   

★KKクランプ 
  取付位置   

★ 回り止め金具 
  取付位置  
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参考図５ 


